
21  臨床心理部

21－１ 年度別・診療科別取扱延人数 （人）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
2019年度

構成比率(%)

501 438 399 413 226 10.9

1,013 1,496 1,461 1,837 1,298 62.8
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40 17 14 14 8 0.4

1,990 2,444 2,424 2,850 2,068 100.0

21－２　取扱延人数の年度別推移
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取扱延人数 心理相談 検査 認知行動療法

臨床心理部では、主に各診療科からの依頼に基づき患者さんに必要な心理検査並びに

心理相談・指導を行い、またチーム医療にも参加し、個々のニーズに応じた心理的支援

を行っている。

2019年度は取扱延人数が前年度と比較して減少しており、特に心理相談の取扱人数の

減少が大きい。その主な要因は、当部の人員体制の変化や公認心理師病院実習等の教育

への対応といった、心理相談、心理検査以外の業務の増加などが考えられる。

一方で、遺伝子医療部での「発症前診断」を受けられる患者さんへの心理検査やペイ

ンクリニック部からの慢性疼痛患者さんへの認知行動療法の依頼など、新たなニーズも

増えてきている。

2020年度は新入職員1名を迎え、その教育・指導を行い、併せて臨床心理部の業務体制

の整備や業務の効率化を図り、各診療科からの依頼やニーズに十分に応えられるような

体制作りに務める。

※2016年度より認知行動療法の項目追加

※2018年度より2日間検査を実施した場合は2件で表記
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